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「大正期経済関係翻訳書目録」索引
この索引は，『経済論集」第29巻第3号から第30巻第2号まで4回にわたって掲載され，
標記目録（単行書篇）の利用の便に供するため，次の 2形式をもってこれに付するもので
ある。
1 著者索引 p. 93~101 
2 分類索引 p. 104~136 
両索引の作成において，若干の凡例的な説明として必要と思われることを以下に記して
おきたい。
1 著者・分類索引を通じて
1)各該当ページの表示は，イタリックの使用の有無により，所載ページが第2蒻き或
は第30巻のそれであることを明かにした。すなわちイタリック表示は第30巻第1~
2号所載を表わす。
2) 〔 〕に入れたページ数は，叢書の内容論文の副出アイテム等を掲載するページ
を表わす。
2 著者索引について
1)著者名配列はABC順を用いた。
2) , (コンマ）につづく第1名は原則としてフル表示とし， 第2名以下はイニシア
ル表示にとどめた。但し当初からイニシアルだけしか明かでない第1名以下は，ぉ
のずからイニシアル表示となる。
3)目録のなかで， 〔 〕または〔 〕？等を付した著者，或は原綴不明の為仮名文
字を用いた著者は，ここでも同様の方法を用いた。
3 分類索引について
1)別表 (p.102~103)のとおりのコードに依り，各類綱〔目）のなかは，書名のA
BC (ヘボン式ローマ字化）順に配列した。
2)書名の表示及び配列の特例については， 凡例II-3 (第29巻第3号 p.223)に
よる。
3)各書名の後に著者名を（ ）内に入れて付記した。同一書名の場合はこの著者
名のABC順が配列の基準となる。
4)著者名の，（コンマ）以下は原則として第1名のイニシアル表示にとどめた。
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5)著者索引3)の方法は，上記4)を加味して分類索引にも適用した。
6)書名が全く同一の異著作は，次行書名を ， とし，同一著作の異訳本は次行書
•著者名を , ( , , とし，コンマの後に訳者名を同括弧内に付記した。異
書名で同一著者の場合は次行著者名を( , )とする。
7)分類は内容要素の重出主義を採用した。但し
i)内容よりむしろ著者を優先させ，単一分類を採った場合（とくに V経済＜社
会＞体制の4において顕著である）
ii)書名により単一分類を採った場合 (IVのなかの露国事情など）
ii)叢書名により一見無関係と見えるものも，その名称が表示する主題の下に分類
した場合（「経済学説体系」各編に収められた個別論文などくこの場合は殆ど重
出＞）
などがある。
8)目録では，「経済」「社会その他」， と大正各年を大きく 2区分したが，当索引作
成の結果この区分が転換したものも少なくない。これは半ば目録における粗区分の
修正として諒とせられたい。
その他，分類については，編者の迷いはなお諸点を数える。浅識による不整合を痛
感する現在であるが，諸師の忌憚なyヽ ご批判並にご教示を乞う次第である。
（経商資料室平松系一郎）
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